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京田辺市観音寺の古代瓦などの展示井辺八幡山古墳出土埴輪群

　

京
田
辺
校
地
の
キ
ャ
ン
パ
ス
再
編
に

と
も
な
い
、
歴
史
資
料
館
は
、
２
０
１

３
年
９
月
17
日
に
知
真
館
２
号
館
１
階

に
移
転
・
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
京
田
辺
校
地
開
校
以
来
お
か

れ
て
い
た
知
証
館
の
展
示
室
（
以
前
は

考
古
学
資
料
室
）
と
同
志
社
国
際
高
校

東
の
収
蔵
庫
が
と
も
に
移
転
す
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

　

展
示
室
・
収
蔵
庫
・
書
庫
・
作
業
室

が
一
体
の
施
設
と
な
り
、
小
ぶ
り
で
す

が
き
れ
い
な
博
物
館
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

展
示
室
で
は
、
文
学
部
の
学
術
発
掘

調
査
と
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
に
伴
う
校

内
遺
跡
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
１
０
０

万
点
を
こ
え
る
収
蔵
品
か
ら
テ
ー
マ
に

応
じ
て
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

常
設
展
示
で
は
、
下
記
の
テ
ー
マ
で

展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。

・
人
間
と
環
境

・
技
術
と
社
会

・
心
と
人
間
の
営
み

・
京
田
辺
の
歴
史
と
文
化

　

収
蔵
品
・
展
示
品
は
同
志
社
大
学
の

研
究
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
貴
重
な

学
術
資
料
で
す
。
本
館
の
展
示
を
通
し

て
、
人
間
の
「
過
去
」
を
考
え
る
学
術

活
動
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
京
田
辺
市
や
南
山
城
地
域
の

文
化
施
設
の
一
つ
と
し
て
、
歴
史
・
文

化
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
施
設
と
し
て

活
動
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
博
物

館
学
芸
員
課
程
の
館
園
実
習
の
場
と
し

て
も
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、ご
見
学
く
だ
さ
い
。（
開
館
日
時
：

月
〜
金
曜
日　

10
：
00
〜
16
：
00
、
月

２
回
程
度
土
曜
日
臨
時
開
館
）

http://hm
useum

.doshisha.ac.jp/

（
歴
史
資
料
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

同志社大学歴史資料館
リニューアルオープン！

大学歴史資料館准教授　若
わか

林
ばやし

邦
くに

彦
ひこ
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東
京
オ
フ
ィ
ス
が
現
在
入
居
し
て
い

る
大
手
町
の
日
本
ビ
ル
ヂ
ン
グ
が
再
開

発
の
た
め
閉
館
と
な
る
こ
と
か
ら
新
た

な
物
件
を
探
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
度
、
京
橋
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
の
３
階

に
移
転
す
る
こ
と
に
な
り
、
３
月
４
日

か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

　

移
転
す
る
ビ
ル
は
、
昨
年
５
月
に
竣

工
し
た
新
築
物
件
で
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
の

八
重
洲
南
口
か
ら
徒
歩
６
分
、
東
京
メ

ト
ロ
銀
座
線
「
京
橋
」
駅
か
ら
は
徒
歩

１
分
と
交
通
の
便
が
良
く
、
ま
た
、
中

央
通
り
に
面
し
た
大
変
立
地
の
良
い
場

所
に
所
在
し
て
い
ま
す
。

　

新
オ
フ
ィ
ス
の
専
有
面
積
は
、
首
都

圏
に
お
け
る
情
報
発
信
力
を
高
め
る
た

め
、
５
９
８
㎡
（
１
８
１
坪
）
と
現
在

の
オ
フ
ィ
ス
の
２
倍
の
規
模
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
セ
ミ
ナ
ー
室

や
会
議
室
の
広
さ
を
拡
充
し
て
大
人
数

で
の
利
用
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る

と
と
も
に
、
新
た
に
ラ
ウ
ン
ジ
を
設
け

映
像
や
書
籍
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
よ

り
来
室
者
に
同
志
社
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
し
て
い
ま
す
。
ま

東京オフィスの
移転について

東京オフィス

た
、
就
職
活
動
で
利
用
す
る
学
生
か
ら

の
要
望
を
踏
ま
え
、
休
憩
す
る
た
め
の

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

の
畳
エ
リ
ア
も
設
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
オ
フ
ィ
ス
は
、
機
能

性
を
一
層
向
上
し
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
教
職
員
・
学
生
・
校
友
の

皆
様
、
学
内
各
部
署
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
諸
活
動
の
首
都
圏
に
お
け
る
拠
点

と
し
て
多
様
な
用
途
で
活
用
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

新
オ
フ
ィ
ス
の
住
所
及
び
電
話
番
号

等
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
住
所
】

〒
１
０
４
‐
０
０
３
１

東
京
都
中
央
区
京
橋
２
‐
７
‐
19　

京
橋
イ
ー
ス
ト
ビ
ル
３
階

【
電
話
番
号
】

０
３
‐
６
２
２
８
‐
７
２
６
０

【F
A
X

番
号
】

０
３
‐
６
２
２
８
‐
７
２
６
２

【
ア
ク
セ
ス
】　

Ｊ
Ｒ
「
東
京
」
駅　

八
重
洲
南
口　

徒
歩
６
分 

東
京
メ
ト
ロ
銀
座
線
「
京
橋
」
駅 

６
番
出
口　

徒
歩
１
分 

東
京
メ
ト
ロ
有
楽
町
線
「
銀
座
一
丁

目
」
駅　

７
番
出
口　

徒
歩
５
分

都
営
浅
草
線
「
宝
町
」
駅　

Ａ
５
〜

Ａ
７
出
口　

徒
歩
３
分

イメージパース
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同志社第４代社長の玄孫が
同志社大学に留学

大学広報課
　

同
志
社
第
４
代
社
長
を
務
め
た
西
原

清
東
（
さ
い
ば
ら
・
き
よ
き
／
せ
い
と

う
）
の
玄や

し
ゃ
ご孫
、
西
原
ケ
イ
テ
ィ
さ
ん
が

京
都
ア
メ
リ
カ
大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

（
Ｋ
Ｃ
Ｊ
Ｓ
）
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用

し
て
、
13
年
９
月
か
ら
同
12
月
下
旬
ま

で
同
志
社
大
学
で
学
び
ま
し
た
。

　

ケ
イ
テ
ィ
さ
ん
は
清
東
に
始
ま
る
日

系
４
世
の
ア
メ
リ
カ
人
。
リ
ベ
ラ
ル
ア

ー
ツ
の
名
門
女
子
大
、
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー

大
学
の
学
生
で
東
ア
ジ
ア
研
究
を
専
攻

中
で
す
。
今
回
の
留
学
は
３
度
目
の
来

日
で
、
同
志
社
大
学
で
は
明
治
以
降
の

日
本
政
治
史
、
文
学
、
京
都
の
芸
術
な

ど
を
学
び
、
北
野
天
満
宮
で
和
太
鼓
の

練
習
に
汗
を
流
す
な
ど
京
都
の
生
活
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
の
頃
に

英
語
で
読
ん
だ
漫
画

『
る
ろ
う
に
剣
心
』

が
き
っ
か
け
で
日
本

に
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
中
学
時
代
に
は

日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
全
般
に
興
味

が
広
が
り
、
徐
々
に

伝
統
的
な
も
の
に
も

惹
か
れ
て
い
き
ま
し

た
」

　

高
祖
父
の
西
原
清

東
は
１
８
９
８
年
衆
議
院
議
員
に
当
選
、

翌
年
同
志
社
社
長
に
就
任
し
た
後
、
１

９
０
２
年
に
す
べ
て
の
職
を
辞
し
て
翌

年
渡
米
。
ハ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
神
学
校
に

学
ん
だ
後
は
テ
キ
サ
ス
州
に
農
場
を
開

拓
し
て
米
作
に
力
を
注
ぎ
、
清
東
の
作

っ
た
米
は
ア
メ
リ
カ
米
の
元
に
な
り
ま

し
た
。
農
場
跡
地
は
現
在
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

の
ス
ペ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
「
現
在
、
テ
キ
サ
ス
州
の
博
物
館
に

清
東
が
農
作
業
で
か
ぶ
っ
て
い
た
帽
子

と
日
本
か
ら
持
参
し
た
と
思
わ
れ
る
卒

業
ア
ル
バ
ム
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
清

東
の
こ
と
は
父
や
祖
父
か
ら
少
し
話
を

聞
い
た
程
度
で
す
。
渡
米
理
由
も
よ
く

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
神
学
校
に
入
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
が
熱
心
な
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
だ
っ
た
こ
と
は
言
え
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

ケ
イ
テ
ィ
さ
ん
の
父
は
日
本
に
関
心

を
持
た
ず
、
彼
女
自
身
も
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
は
ア
メ
リ
カ
人
だ
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
へ
の
関
心
や
留
学
先
に
同

志
社
大
学
を
選
ん
だ
こ
と
は
、
や
は
り

高
祖
父
の
存
在
が
関
係
し
て
い
る
と
い

う
の
が
彼
女
の
感
想
で
す
。

　
「
ほ
と
ん
ど
情
報
の
な
い
高
祖
父
だ

け
に
、
渡
米
の
動
機
や
そ
の
後
の
人
生

を
も
っ
と
知
り
た
い
。
帰
国
後
は
東
ア

ジ
ア
研
究
を
深
め
、
将
来
は
研
究
者
か

外
交
官
と
し
て
ア
メ
リ
カ
と
東
ア
ジ
ア

と
の
交
流
に
役
立
ち
た
い
で
す
」

西原清東肖像画とケイティさん（同志社礼拝堂にて）

西原清東の子孫と墓石。前列左から2人目が子供の頃の
ケイティさん（2004年撮影）

アメリカにおける西原家の家系図（ケイティさん作成）

西原清東

西原清顕岩崎霜代

Robert
Saibara

Harvey
Saibara

Mabel
Saibara

Edward
Saibara

Paul
Saibara

Katie
Saibara

Emily
Saibara

Andrew
Saibara

Susan
Saibara

Sandra
Saibara母

Jessie
Watanabe

Warren
Saibara

妻西原家の家系図

　

２
０
１
３
年
12
月
18
日
（
水
）
兵
庫

県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
音
楽

学
科
学
生
に
よ
る
第
43
回
定
期
演
奏
会

〈
兵
庫
公
演
〉
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
第
１
部
で
は
、
１
年
次
生
と

２
年
次
生
以
上
の
合
唱
団
各
々
が
、
日

本
人
作
曲
家
の
女
声
合
唱
曲
を
披
露
し

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
第
２
部
の
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
で
は
、
指
揮
者
の
山
下
一
史
氏

を
迎
え
、
Ｒ
．シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
や
Ｓ
．ラ

フ
マ
ニ
ノ
フ
の
大
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
大
河
ド
ラ
マ

『
八
重
の
桜
』
の
テ
ー
マ
曲
を
演
奏
。

　

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、

初
め
て
の
会
場
で
は
あ
り
ま
し
た
が
１

２
３
０
名
と
い
う
多
く
の
来
場
者
か
ら

音
楽
学
科
学
生
に
よ
る
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

迫
力
の
あ
る
演
奏
に
、
惜
し
み
な
い
拍

手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

学芸学部音楽学科
第43回定期演奏会〈兵庫公演〉

女子大学
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本
学
の
食
物
研
究
会
の
学
生
と
株
式

会
社
井
筒
八
ッ
橋
本
舗
が
協
同
で
企
画

を
し
た
ス
イ
ー
ツ
「
ふ
っ
く
ら
小
豆
と

抹
茶
の
ム
ー
ス
」
が
、
井
筒
八
ッ
橋
本

舗
京
極
一
番
街
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
ふ
っ
く
ら
小
豆
と
抹
茶
の
ム
ー
ス
」

は
、
同
志
社
女
子
大
学
と
関
わ
り
の
深

い
新
島
八
重
が
茶
道
に
慣
れ
親
し
ん
で

い
た
こ
と
か
ら
ム
ー
ス
の
ベ
ー
ス
は
抹

茶
に
し
、
さ
ら
に
京
都
ら
し
さ
を
出
す

た
め
に
小
倉
大
納
言
を
た
っ
ぷ
り
入
れ

て
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
に
八
ッ
橋
を
使
用
。

抹
茶
ム
ー
ス
、
小
豆
、
ミ
ル
ク
ム
ー
ス

の
３
層
に
す
る
こ
と
で
、
味
の
変
化
と

見
た
目
も
楽
し
め
る
仕
上
が
り
と
な
っ

て
お
り
、
更
に
八
ッ
橋
の
ト
ッ
ピ
グ
ン

グ
に
よ
り
食
感
の
違
い
も
楽
し
め
ま
す
。

　

１
月
22
日
（
水
）
よ
り
井
筒
八
ッ
橋

本
舗
京
極
一
番
街
２
階
カ
フ
ェ
（
京
都

市
中
京
区
寺
町
錦
下
ル
）
に
て
販
売
。

同志社女子大学×井筒八ッ橋本舗の協同企画
「ふっくら小豆と
抹茶のムース」が完成
女子大学

食
物
研
究
会

　

本
学
の
ク
ラ
ブ
の
一
つ
で
、
お
ば
ん
ざ
い

講
習
、
料
亭
訪
問
、
校
外
で
の
体
験
学
習
、

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
の
「
お
手
軽

レ
シ
ピ
」
の
考
案
な
ど
を
中
心
に
活
動
し
て

い
る
。

　

過
去
に
は
、
京
都
市
内
の
ホ
テ
ル
や
イ
オ

ン
グ
ル
ー
プ
と
と
も
に
協
同
開
発
し
、
商
品

化
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　

高
校
ダ
ン
ス
部
日
本
一
を
競
う
「
第

６
回
日
本
高
校
ダ
ン
ス
部
選
手
権
」
の

全
国
大
会
が
２
０
１
３
年
８
月
19
日
、

横
浜
市
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
・
国
立
大

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
２
８
３
チ
ー

ム
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
計
61
チ
ー
ム

（
ビ
ッ
グ
ク
ラ
ス
40
、
ス
モ
ー
ル
ク
ラ

ス
21
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
本
校
ダ
ン

ス
部
は
、
10
人
以
上
の
ビ
ッ
グ
ク
ラ
ス

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
全
国
大
会
優
勝
を

果
た
す
と
同
時
に
、
全
国
大
会
３
連
覇

と
い
う
成
績
を
残
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

私
た
ち
ダ
ン
ス
部
は
、
２
０
０
３
年

に
ダ
ン
ス
研
究
会
を
発
足
し
た
当
初
か

ら
、
生
徒
た
ち
自
ら
の
力
で
活
動
す
る

こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
ん

な
に
時
間
が
か
か
っ
て
も
、
生
徒
た
ち

の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
前
に
進
む
こ
と
を

大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
と
し

て
当
た
り
前
の
事
や
些
細
な
事
か
ら
、

練
習
メ
ニ
ュ
ー
と
い
っ
た
大
切
な
事
も
、

全
て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
決
め
て

き
ま
し
た
。
他
の
運
動
部
の
よ
う
に
、

伝
統
あ
る
良
い
ク
ラ
ブ
に
す
る
た
め
、

ク
ラ
ブ
の
中
身
を
作
る
こ
と
に
必
死
で
、

技
術
の
面
は
置
き
去
り
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　

技
術
指
導
者
が
い
る
よ
う
な
強
豪
校

創部10年の奇跡…
全国大会３連覇達成！

香里中学校・高等学校教諭　東
ひがし

久
く

保
ぼ

愛
あい

美
み

の
中
、
な
ぜ
本
校
ダ
ン
ス
部
が
結
果
を

残
せ
た
の
か
。

　

そ
れ
は
本
当
に
奇
跡
な
の
で
す
。
中

１
か
ら
高
３
ま
で
の
６
学
年
、
そ
し
て

こ
れ
ま
で
ダ
ン
ス
部
を
作
っ
て
き
て
く

れ
た
卒
業
生
の
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
ダ

ン
ス
部
を
大
切
に
し
た
か
ら
こ
そ
起
き

た
奇
跡
な
の
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
見
て
い
る
方
の
心
に

届
く
ダ
ン
ス
を
踊
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
に
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
た
だ
勝

ち
負
け
に
揺
れ
動
く
の
で
は
な
く
、
生

徒
た
ち
の
純
粋
な
表
現
の
可
能
性
を
こ

れ
か
ら
も
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
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２
０
１
３
年
８
月
30
日
、
理
事
長
、

総
長
、
大
学
長
ご
列
席
の
も
と
新
校
舎

建
設
に
向
け
て
の
起
工
式
が
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

女
子
中
高
で
は
現
在
の
東
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
、
中
学
Ｈ
Ｒ
教
室
（
18
室
）、
中

高
共
用
の
特
別
教
室
（
23
室
）
及
び
食

堂
、
そ
し
て
各
部
教
職
員
の
管
理
部
門

室
が
入
る
校
舎
を
建
設
し
ま
す
。
現
在

の
黎
明
館
、
希
望
館
の
機
能
が
ほ
ぼ
新

校
舎
に
移
り
ま
す
。
さ
ら
に
本
校
独
自

の
小
チ
ャ
ペ
ル
や
屋
上
庭
園
、
多
様
な

使
用
方
法
が
考
え
ら
れ
る
ス
ク
ー
ル
ア

ト
リ
ウ
ム
や
生
徒
ラ
ウ
ン
ジ
が
加
わ
り
、

交
流
や
憩
い
の
場
と
し
て
活
動
空
間
が

拡
大
し
、
生
徒
た
ち
の
心
豊
か
な
学
校

生
活
に
更
な
る
彩
り
を
添
え
て
く
れ
る

も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
校
舎
建
設
の
後
、
黎
明
館
、

希
望
館
を
解
体
し
、
そ
こ
に
全
面
人
工

芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
陸
上
走
路
を
整
備

し
ま
す
。
な
お
、
工
事
中
の
生
徒
の
安

全
を
第
一
に
考
え
、
新
生
館
へ
の
通
路

と
し
て
連
絡
デ
ッ
キ
を
、
ま
ず
最
初
に

整
備
し
ま
す
。
新
生
館
の
耐
震
補
強
工

事
も
来
年
度
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　

こ
の
工
事
期
間
中
に
、
同
志
社
女
子

大
学
の
体
育
施
設
を
一
部
借
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の

場
を
お
借
り
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
並
行
し
て
女
子
大
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
整
備
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

よ
り
一
層
の
連
携
・
協
力
を
し
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

女子中高新校舎起工式

女子中学校・高等学校教諭　坂
さか

本
もと

典
のり

明
あき

女子中高新校舎を南西上空から見た完成予定図（イメージ） 起工式

女子中高新校舎を西側グラウンドから見た完成予定図（イメージ）


